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所属教員 �

丹羽　哲也
（日本語学、現代語を中心とする日本語文法）

村田　正博
（古代文学、和歌、俳諧、漢詩文）

小林　直樹
（中世文学）

久堀　裕朗
（近世文学、人形浄瑠璃史）

奥野　久美子
 （近代文学）

教育方針

前期博士課程における研究指導、後期博士課程における論文指導の時間におい

ては、各自の研究テーマとなる作品・言語事象について、本文の精密な読解・注

釈、用例一つ一つの検討といった具体的な考察とともに、そのような個々の考察

が、研究対象の全体の中でどのような意味を持つかということを発表することが

求められ、それに基づいて教員と受講生が議論します。その積み重ねが、修士論

文、博士論文となって結実していきます。前期課程においては、国文学研究Ⅰ～Ⅳ、

国文学研究演習１～４、国語学研究Ⅰ・II、国語学研究演習１・２、国語国文学総

合研究Ⅰ・Ⅱという授業科目も設けられています。ここにおいても基本姿勢は同

じで、発表と議論（その集約としてのレポート）が重視されます。もちろん授業

科目ですから、自分の専門以外の分野を学ぶ場でもあります（非常勤講師科目を

含む）。専門分野の研究を深めるためには、隣接分野についての知識を広め深めて

いくことが必要なことは言うまでもなく、また、分野によって発想の仕方や焦点

の絞り方が異なるところもあって、よい刺激になります。

本専修は、日本語と日本文学について、知識と視野を広め、研究を深める場を

提供しています。

言葉も文学も、時代に応じて変化して来ました。特にめまぐるしく移り変わる

現代にあって、古典の世界は遠ざかっていっているように見えます。しかし一方で、

言語の根幹的な部分は安定しており、人間の感情やものの見方の根本は古代から

それほど変わらない、むしろ一致している面も多分にあります。言語・文学の時

代的な展開、地域やジャンルの位相の違いを視野に入れて対象の特徴をつかみ取

り、かつそこに通底する本質的なものをも酌み取る、そういう姿勢を本専修は重

視しています。

物事の本質的な面をつかむためには、極めて具体的なことに取り組むことが重

要です。文学で言えば作品の本文・作者・時代背景などについて、語学で言えば個々

の言語現象について、丹念に着実に調査・考察を重ねていく必要があります。こ

のような実証的な研究姿勢を持つことがまず求められます。その上で、対象に迫

るための豊かな発想と深い構想力を持つことが必要で、この両者のバランスが取

れた研究ができるようになることを、本専修は目標としています。
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教 授
専門分野 日本文学（和歌・俳諧・漢詩文）

最終学歴 筑波大学大学院
 文芸・言語研究科

学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

わが国で作られた文学作品のうち、和歌・俳諧・漢詩
文を対象として、そこに用いられた言葉、仕組まれた
文脈を丹念に考察する、いわゆる注釈の作業を行なう。 
｢注釈｣ とは、古びて固まってしまった物体（古典）に、
適度の水（復活を求める言葉）をそそぎ、とろり、その
本来の様態をわれわれの口にかなう味わい（古典の現代
的意義）に稀釈すること。時代の進展とともに、ああ古
くなったと捨てられた作品に、いまも汲むべきところが、
いかにあるか―、その再吟味を通して、文学を学ぶ必然
を得心し、至福を経験することをもって研究内容の中心
とする。

｢ 眼
まなこ

を閉
とぢ

て苦吟し、句を得て眼を開く｣（蕪村『春泥句
集』序）。眼を閉じ、現世の名利を離れ、先人達と交遊
し触発を求める―、その結実として ｢句｣ を得て、眼を
開いて現実に立ち戻る―、とそのとき、眼前に見、聞き、
感じていたものは、蕪村の場合、その質が更新され、異
化されたと理解される。ex. 人麻呂、子規、道真の場合
は如何？ その思索を通して、我々は言葉に関する認識を
どれだけ更新し得るか？ 一緒に考えたい。

主 要 業 績

［著書］■『萬葉の歌人とその表現』（清文堂、2003）
 ■『翰林学士集 新撰類林抄 本文と索引』（和泉書院、1992、共編）

［論文］■「仙覚の志」（大阪市立大学文学部『人文研究』第 43 巻第 10 分冊、1991）
 ■「作

さく

文
もん

の力 ―形態的側面より見る『萬葉集』の位相―」（萬葉学会『萬葉』第 212 号、2012）
 ■「子規初学」「子規習作」「子規開眼」（大阪市立大学国語国文学研究室『文学史研究』46～48、2006～2008）

丹
に

羽
わ

哲
てつ

也
や

教 授
専門分野 日本語学

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

現代語を中心とする日本語の文法と意味。「は」と「が」
の問題に長らく取り組んできて、『日本語の題目文』と
いう著書にまとめました。それに関連して、係助詞・副
助詞、テンス・アスペクト、複文、敬語等々、日本語文
法の諸問題を研究してきています。最近は、連体修飾構
造や存在文の分析などを通じて、名詞の文法と意味の考
察に重点を置いています。名詞は他の品詞に比べ文法的
な性格が顕在的でなく、学界でも研究の蓄積が乏しい中、
果てしない道を歩みつつあります。

文法研究の魅力は、普段使っている何気ない言葉の奥
に潜む構造や体系の発見と構築にあります。研究指導の
際は、個々の用例のきめこまかな分析と理論的な枠組み
の構築とのバランスを重視しています。また、現代語を
研究対象とするとしても、歴史的な背景をおさえておく
ことが大切です。

主 要 業 績

［著書］■『日本語の題目文』（和泉書院、2006）
［論文］■「範列関係を表す複合副助詞」『人文研究』（58 巻、2007）
 ■「相対補充連体修飾の構造─準体節との対応─」『日本語の研究』（6 巻 4 号、2010）
 ■「連体節と連体「の」との対応」『文学史研究』（51 号、2011）
 ■「連体修飾節構造における相対補充と内容補充の関係」『日本語文法』（12 巻 2 号、2012）
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准教授
専門分野 日本近世文学

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

江戸時代の文学・演劇を専門にし、特に人形浄瑠璃（文
楽）について研究しています。これまで古浄瑠璃から近
松に至る浄瑠璃史の流れを「語り」の構造の変化に即し
て分析したり、近松作品の特徴を修辞の面から分析した
りしてきました。近年は、人形浄瑠璃の一大拠点であっ
た淡路の人形座に着目し、その歴史・興行形態・上演作
品等を明らかにしながら、淡路座と大坂浄瑠璃劇壇との
関係について考察を進めています。また淡路座も含めて、
広く人形浄瑠璃の興行史を視野に入れ、現在の文楽に至
る伝承過程を明らかにしていこうとしています。

まずは個々の作品を、それらを生み出した時代の文脈
に即して解釈することが大切です。我々現代人の好みに
適う点を古典作品の中からすくい上げるのではなく、ま
ずは古典を歴史的文脈に返して読み取ることによって、
我々が思いもつかないような発想を古典の中に見出し、
そこに感動し、ひるがえってそういう発想をこれまでし
たことのなかった己を知る。そうした作品との対話が、
古典を学ぶ醍醐味だと考えています。

主 要 業 績

［著書］■『上方文化講座　菅原伝授手習鑑』（和泉書院、2009、共編著）
 ■『上方文化講座　義経千本桜』（和泉書院、2013、共編著）

［論文］■「浄瑠璃五段構成の衰微と淡路座」（『文学（岩波書店）』第 12 巻第 2 号、2011）
 ■「淡路人形座と大坂」（塚田孝編『身分的周縁の比較史―法と社会の視点から―』清文堂出版、2010）

小
こ

林
ばやし

直
なお

樹
き

教 授
専門分野 日本中世文学

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

日本中世の説話伝承文学についての研究。とりわけ現
在は、鎌倉後期の遁世僧・無住道暁の学問基盤と彼を取
り巻く遁世僧ネットワークの究明を主要な研究課題とし
ています。また、遁世僧の形成する禅律文化圏と伝承世
界との交渉の問題についても、無住の著作を中心に据え
ながら、鎌倉前期の律僧・慶政の著述や天台系律と関わ
る室町期の『三国伝記』なども視野に入れて、解明する
ことを目指しています。さらに、無住と同時代の歴史叙
述『吾妻鏡』の説話伝承的記事の分析にも取り組んでい
ます。

日本中世の古典テクストを、作者の教養や学問基盤、
宗教的環境や人的ネットワーク、時代思潮などとの関わ
りの中で総合的に読み解いていきます。テクストの丁寧
な読みと、それを背後で支える、地道な文献博捜を厭わ
ぬ姿勢とが要求されます。

主 要 業 績

［著書］■『中世説話集とその基盤』（和泉書院、2004）
 ■『日光天海蔵 直談因縁集─翻刻と索引─』（和泉書院、1998、共編著）

［論文］■「無住の経文解釈と説話」（『説話文学研究』48、2013）
 ■「無住と南宋代成立典籍」（『文学史研究』53、2013）
 ■「無住と武家新制─『沙石集』撫民記事の分析から─」『無住 研究と資料』（あるむ、2011）
 ■「『吾妻鏡』における頼家狩猟伝承─北条泰時との対比の視点から─」（『国語国文』80-1、2011）
 ■「『吾妻鏡』における観音・補陀落伝承─源頼朝と北条泰時を結ぶ─」（『文学史研究』50、2010）
 ■「無住と金剛王院僧正実賢の法脈」（『説話文学研究』44、2009）
 ■「無住と金剛王院僧正実賢」（『文学史研究』49、2009）
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准教授
専門分野 日本近代文学

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

日本近代の小説作品研究。芥川龍之介などの大正期文
学を中心に、典拠（種本）や草稿、原稿を使って作品の
成立ちを研究し、また文壇、社会状況など作品が書かれ
た当時のさまざまな背景の中で作品を読み直す試みを続
けている。近年は、大衆の娯楽であった講談本が芥川な
どの作家に与えた影響について研究し、日本近代文学を
育んだ土壌が、西洋文学や古典文学だけではなく、大衆
娯楽にも及んでいたことを具体的に立証している。また
本学に寄託されている、初代学長で芥川の親友、恒藤恭
の関係資料を生かした研究にも携わる。

私が考える国文学研究の最大の目的は、未来に残すべ
き作品に、今できる最高水準の校訂と注釈を施して次世
代へ贈ることです。「源氏物語」などの古典も、そのよ
うにして私たちに受け継がれているのであり、近代文学
も五百年千年の後に残したければ校訂と注釈が必要で
す。大学院の授業も、本文校訂と注釈を中心にすすめて
います。

主 要 業 績

［著書］■『芥川作品の方法―紫檀の机から―』（和泉書院 2009）
［論文］■「志賀直哉「老人」の背景―ビョルンソンと CURRENT LITERATURE―」,『京都教育大学国文学会誌』（2010）
 ■「恒藤恭「向陵記」と一高時代の芥川龍之介」,『生誕 120 年芥川龍之介』（翰林書房 2012）
 ■「明治大正期の国定忠次もの―菊池寛「入れ札」を論ずるために―」,『文学史研究』（2013）
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「『太平記』の構想論的研究  ―「北野通夜物語」を中心に―」
▶「現代日本語の助詞マデ」
▶「再読の成立  ―漢文訓読史の一研究―」
▶「奈良時代漢詩文論攷」
▶「上代における天皇即神表現についての研究」
▶「近世の地下の革新和歌の発生展開と終焉について」
▶「上代散文の表現の研究」
▶「宗輔と正三  ―近世上方演劇史における浄瑠璃と歌舞伎の交流」
▶「古事記・日本書紀の物語論的研究」

修士論文

▶「副詞「ぜひ」、「どうぞ」、「どうか」の意味と使用条件についての考察」
▶「近江荒都歌論  ―内在する堯の世界―」
▶「『神道集』における「諏方縁起」の位置づけ  ―鹿食と殺生肯定理論の重要性―」
▶「『昔男春日野小町』考  ―作劇法から見た立作者―」
▶「この世を逸脱する女たち  ―鏡花作品における男女の構図」
▶「倭建命論  ―『古事記』における「秩序」と逸脱―」
▶「延慶本『平家物語』の叙述態度  ―末尾記事と、清盛による頼朝助命をめぐって―」
▶「『唐物語』の配列意識  ―第二十六話〈潘安仁説話〉を端緒として―」
▶「程度副詞化のパターン  ―評価から程度へ―」　

教室行事

本専修には、学部と合同での教室行事のほか、院生のみの行事
もいくつかあります。特に大学院生が中心となって行われる行事
には、院生の研究発表会が年２回（１回は教員も全員参加、１回
は院生が自主的に開催）あり、お互いの研究成果を発表し、議論
しあっています。また、年に二度の卒論中間発表会では院生が司

会を務めるほか、8 月のオープンキャンパスや上方文化講座では、
一部の院生が開催を手伝います。学部と合同の行事としては、4
月に新入生歓迎文学散歩、9 月に一泊二日の研修旅行があり、院
生、学部生の交流の機会ともなっています。

出版物

学術雑誌『文学史研究』（1955 年創刊）を、毎年１回刊行し
ています。第 48 号（2008 年）からは WEB 上に PDF ファイ

ルによる公開もしています（国語国文学教室のホームページ内）。

その他の特色

・  学会活動として、大阪市立大学国語国文学会が 1954 年に設
立されています。年に１度開催される総会では、講演と研究
発表が行われます。また、上記の『文学史研究』は、この学
会の出版活動として刊行しているものです。

・  毎年 8 月に文楽を学ぶ上方文化講座を開催し、市民にも開か
れた講座として 10 年以上親しまれています。

・  院生主催の研究会としては、現在のところ、上代研究会、日
本紀研究会、吾妻鏡勉強会、ことのはサークルといったもの
が開かれています。他にも、研究者として活躍する卒業生と
交流する機会（国文学会総会、卒業生と合同の研究会など）
もあり、院生は、そうした場を通じて様々な研究情報を収集・
交換し、研究の幅を広げています。
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進路

在学生・修了生の声

後 期 博士 課 程在学生 原 田 　 麻 衣 さん

私は、この国語国文学専修の後期博士課程で近世の演
劇について研究しています。

この専修の特徴は、学年や専門に関係なく学部生と院
生が共通の研究室を使用しているところです。共同研究
室（通称「共研」）では、院生が自分の研究を進めたり、
学部生が授業の準備を行っていたり、お昼ご飯を食べた
り、時には雑談に興じたりと毎日賑やかです。同じ研究
室を使っていく中で、違う学年の人たちとも交流する機
会が多く、自分の知らないこと・分からないことを色々と
教わることが出来ます。

国語国文専修は、こんなアットホームな共研で楽しく
しっかりと研究を進めていくことが出来る専修です。ぜ
ひ、一緒に学んで行きましょう！

後 期 博士 課 程
修了生

奈良女子大学准教授

尾 山 　 　 慎 さん

卒論執筆時に早、感じたことですが、ただ目の前のそ
の論文がこぢんまりとそれなりに仕上がればよいという
指導ではなかったことが、私の、学問・研究への意欲を
掻き立てる大きな要因でした。萬葉集の歌における「夢」
というテーマに取り組んでいる時、時代の違う古今集や
源氏物語なども調べるべきであること、ひいてはユング、
フロイトの言説も知っておかねばならないといわれ、途
方にくれそうになりました。しかし、ちょっとした自分の
興味から始まったことが、どこまでも網の目のように話が
つながって、広がっていく可能性があることを、きちんと
示し、そして自覚させる指導であり、また環境であったと
感謝しています。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学研究者（福岡大学、武庫川女子大学、京都大学、帝

塚山大学、大阪市立大学、奈良女子大学、大谷大学、

川崎医療福祉大学、実践女子大学、群馬工業高等専門

学校、明治大学、関西学院大学、甲南女子大学　＊転

任先を含む）、高校教員など

前期博士課程修了

高校・中学校教諭、民間企業、大学院博士課程（大阪市

立大学、京都大学）など
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松浦　恆雄
（中国近現代文学、中国演劇の研究）

岩本　真理
（中国語語彙史、語法史の研究）

張　新民
（中国文化学、中国語圏映画の研究）

大岩本　幸次
（中国古代字書史、中国語音韻史の研究）

教育方針

本専修は文献研究を中心としながらも、映像分析という新たな研究分野に取り

組む研究者をも養成しています。在籍院生には中国人留学生が多く含まれていま

す。中国国内での 4 年間の大学生活では、気づきえなかった新たなテーマに本大

学院で果敢に挑み、大きな成果をあげています。院生自身の努力と、教員の指導

は言うまでもありませんが、大きく寄与しているのは、授業以外におこなってい

る研究会活動です。例えば、清末小説の会、中国当代文学研究会、京劇史研究会、

現代中国語動作動詞研究会、映画研究会などが定期的に開かれ、先行論文の批判

的検討や、自分の問題意識にねざした研究発表と討議、テキストの精密・正確な

読解を旨とする読書会など、様々な研究活動を展開しています。これらの活動に

主体的、積極的に取り組むなかで、研究方法を学びとることが何よりも求められ

ています。また研究会では OB・OG 研究者や他大学の研究者との接点が日常的に

確保されています。なお、社会人院生も在籍しており、長期履修制度を活用して、

仕事と研究を両立させています。長年中国と関わる仕事に携わった経験を活かし

つつ、指導教員のアドバイスを受けて、論文執筆に取り組んでいますが、彼らの

姿を見ることで、若い学生や院生は大いに刺激を受けています。国籍・世代を越

えて、開かれた研究の場であり続けることが、本専修の特徴の一つと言えましょう。

中国文学、言語、文化を体系的に研究し、幅広い中国学の素養を身につけた専

門研究者や高度専門職業人の養成をめざしています。教員スタッフの研究分野は、

清末民国から現代に至る近現代文学や中国演劇、近世中国語を中心とする語法や

語彙、中国字書史・音韻史、さらに映画を中心とする現代中国文化研究と幅広く、

それぞれが独自の視点から、研究を行っています。前期博士課程の段階では、中

国というフィールドの奥深さと、多様性にまず触れたうえで、研究の土台を築く

ことが求められます。後期博士課程では、更に一歩進んで自分自身の問題意識を

より鮮明にして、本格的な研究活動をスタートさせます。教員スタッフは、これ

まで蓄積された先行研究を咀嚼したうえで、新たな研究成果を紡ぎだし、次世代

の研究者へと伝えることを自らに課しており、新たな視点からの絶えざる探究を

使命としています。また、毎年、学外から第一線の研究者を講師として招き、様々

な関連領域をカバーしています。課外には教員や院生のみならず、OB・OG や他

大学研究者を交えた研究会、勉強会が多く開かれ、活発な研究活動を展開してい

ます。
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教 授
専門分野 中国語学

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

中国語は周縁地域でどのように学ばれてきたのか、こ
の点が、現在、最も関心を寄せているテーマである。朝
鮮における受容と研究の成果を比較対象としながら、主
に日本での受容と普及の実態解明を課題とし、長崎を中
心として拡散したルートと、琉球・薩摩を経て伝授され
たルートの両者をそれぞれの言語事実に即して分析して
いる。「文言」、いわゆる漢文の習熟を前提とする学習者
層が想定されがちであるが、話し言葉の語彙・語法の習
熟にあたっては、かえって障害となる面もあり、功罪相
半ばとの指摘ができる。

なお、別の課題として動作動詞の意味のネットワーク
分析があり、十年来チームとして取り組んでいる。

中国語はどのような変化を遂げて現在の姿に至ったの
でしょうか。意味をもった単位としての漢字同士が結び
つくことで、2 音節以上の単語やフレーズが無限に算出
されます。時間軸上での推移と、方言にみられる地域差
を視野に収めつつ、語彙・語法上の諸現象の解明に取り
組んでいます。一つの例文から様々な事象を読み取るこ
とができると楽しさが増します。

主 要 業 績

［著書］■“清代民國漢語文献目録”（學古房、2011、共編）
［論文］■「中国語動作動詞の研究　碰 · 撞」（『中国学志』賁号、2007、共著）
 ■“唐話資料概観：最晩時期的唐話資料為中心”（“清代民国國漢語研究”、學古房、2011）
 ■「中国語教育年表　1975 年以降を中心に」（『人文研究』第 63 巻、2012）
 ■「資料『琉客筆譚』翻字、注釈」（『人文研究』第 64 巻、2013）

松
まつ

浦
うら

恆
つね

雄
お

教 授
専門分野 中国文学

最終学歴 神戸大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

中国語圏における 20 世紀以降の文学・演劇を、主に
テクスト中心に研究しています。文学では、廃名という
作家や穆旦という詩人が切り拓いた現代性について考え
ています。演劇では、20 世紀以降、大量に出回るよう
になった紙媒体（唱本、番付、小冊子、チラシなど）の
系統的な整理を進めています。こうした実際の舞台の雰
囲気を伝えてくれる資料から、20 世紀の演劇史を見直
そうと思っています。

大学で教員が学生に伝えることができるのは、学問の
面白さとテクストを読む力だと思います。この両者は切
り離せません。テクストの内容をより正確、かつ多様に
読む力は、教員と学生が向かい合って授業をすることを
通してしか伝えられないと、私は信じています。読む力
がついて始めて、学問の醍醐味、奥深さに触れることが
できます。じっくりと学問、テクストに取り組む辛抱強
さも必要でしょう。

主 要 業 績

［著書］■『中国のプロパガンダ芸術』（岩波書店、2000、共著）
 ■『帝国主義と文学』（研文出版、2010、共編）

［訳書］■『深淵　瘂弦詩集』（思潮社、2006）
 ■張貴興『象の群れ』（人文書院、2010）

［論文］■「文明戯的実像―中国戯劇的近代自覚」（山口久和等主編『城市知識分子的二重世界』上海古籍出版社、2005）
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准教授
専門分野 中国語史

最終学歴 東北大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

中国古代字書を主な資料として利用し、中国字書史お
よび漢語音韻史の観点から研究を行っています。これま
で、『五音篇海』（1208）また『群籍玉篇』（1188）といっ
た金代（1115 － 1234）に登場した資料が字書史上に
果たした役割や意義、また『五音集韻』（1212）や『皇
極経世解起数訣声音韻譜』（1241）などの資料よりうか
がえる金・南宋・元の時代の言語音体系、といったテー
マで研究を行ってきました。最近は、本邦や欧州におい
て編まれた字書や漢語文法書を対象として、言語接触や
中国理解の諸相に関する研究も進めています。

自身が心がけているのは「食い散らかしたような研究」
はしないという事です。結論を急ぐあまり、実証性に欠
けるつかみ所のない推論ばかり披露しても研究の価値は
ありません。膨大な史料が相手でも労を恐れず、やれば
終わると腹をくくって整理を貫徹し、誠実な検討に繋げ
る姿勢が重要だと思っています。地味ですが結局はそれ
が早道だと、大学院生にも伝えるようにしています。

主 要 業 績

［著書］■『皇極経世解起数訣「声音韻譜」校異記』（臨川書店、2011）
 ■『金代字書の研究』（東北大学出版会、2007）

［論文］■「毛利貞齋『増続大広益会玉篇大全』にみえる中国字書について」『中国学志』（第 28 号、2012）
 ■「元代楊桓的《書学正韻》与《五音集韻》」『浙江大学中文学術前沿』（第 2 輯、2011）
 ■「『皇極経世解起数訣』「声音韻譜」について」『日本中国学会報』（第 63 集、2011）

張
ちょう
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しん

民
みん

教 授
専門分野 中国文化

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

中国語圏の映画の歴史を研究しています。これまで、
特に力を入れて研究を進めてきたのは、伝来期の上海映
画、1930 年代における国民政府の映画文化政策や芸術
至上、娯楽中心を主張する「軟性映画」の理論研究およ
び第五世代映画監督研究です。最近は、日中戦争期にお
ける日本占領地域の上海、中国東北地区、台湾、特に華
北地域の映画製作や上映状況および映画政策について研
究しています。

学ぶにはなぜかと問うのが大切で、物事の本質を見極
める努力を必要とします。学問は芸術と並んで人類共通
の言語であり、国境や民族の障壁を乗り越える大きな力
を有しており、芸術が人の心を豊かにするように、知的
好奇心の追求としての学問は人々に夢とロマンを与える
ものです。学問を通して、みなさんが可能性や夢を広げ
ていかれることを期待します。

主 要 業 績

［論文］■“『毎日電影』時期的姚蘇鳳”（高瑞泉等主編“中国的現代性与城市知識分子”上海古籍出版社、2004）
 ■「抗日救国運動下の上海映画界」　（岩本憲児編『映画と「大東亜共栄圏」』森話社、2004）
 ■「劉吶鴎の『永遠の微笑』と日本映画『瀧の白糸』」（応雄編『中国映画のみかた』大修館書店、2010）
 ■ 「淪陷時期における華北の京劇映画について―「燕京」の作品を中心に」（松浦恒雄等編『帝国主義と文学』研文出版、

２010）
 ■「上海の映画伝来とその興行状況について」（『中国学志』无妄号、2010）
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「中国語時間表現の通時的研究」
▶「清代志怪書の研究」
▶「李卓吾研究  ―耿李論争を中心として」
▶「1920，30年代中国モダニズム文学にみる表現の変遷」
▶「楊家将物語の研究」

修士論文

▶「日源外来詞在漢語中的使用及発展」
▶「談暢銷画報≪良友≫的新女性文化特徴」
▶「媒体環境下影響的“80後文学先鋒”  ―韓寒的文学」
▶「中国第一部長篇動画電影  ―≪鉄扇公主≫」
▶「廃墟上的尋找  ―賈樟柯電影之初探」
▶「方文山新詩研究」
▶「短歌微吟  ―曹丕、曹植の詩文における押韻状況について」

教室行事

教育研究に関する行事として、大阪市立大学中国学会を毎年 7
月、12 月に開催しています。主に院生や OB・OG の研究発表
の機会として機能していますが、他大学研究者による講演もあり、

高度な専門的知識が提供される場でもあります。
また、ほぼ毎月 1 回のペースで開催される研究会が、複数存在

し、切磋琢磨を続けています。

出版物

『中國學志』を 1986 年より、年 1 回刊行しています。2002
年には蘆北賞を受賞し、学術誌として高い評価を得ています。ま

た刊行後には院生が主体となって合評会を開催しています。

その他の特色

毎年 7 月には、学部 1 回生の中国語受講生を招待して、餃子パー
ティーを開催し、「餃子作り」のプロセスも学部生と共有しあっ

ています。中国の食文化を知る機会として大変好評です。
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進路

在学生・修了生の声

後 期 博士 課 程在学生 田 　婧さん

中文研究室を選んだのは、当時中文研究室の現役院生
だった知人から「うちの中文は楽しいですよ！」と言われ
たからです。今、その楽しさを実感しています。中文は
少人数の授業で先生との距離が近いことが特徴です。い
つもお茶を飲みながらアットホームな雰囲気の中でじっ
くりとテキストを読み議論を交わします。内容は中国近現
代文学、中国語の語彙・語法、中国文字学・音韻史、20
世紀中国映画など広い分野に渡っていて、自分の関心を
探りつつ研究を深められます。研究室に入ってまず視界
に映るのは膨大な数の書籍が揃っている本棚です。研究
用の書籍、映像資料や工具書が完備しています。一昨年
から研究室で餃子パーティを開いています。みんなでお
しゃべりをしながら、餃子の皮や餡作りから始めます。こ
のような環境で、私は二年間の研究生活を送りました。
時はめぐり、今、私からこの言葉をみなさんに伝えたい
と思います。みなさんも、ここで学ぶのはいかがでしょう
か？「うちの中文は楽しいですよ！」

後 期 博士 課 程
修了生

北京市社会科学院哲学所研究員

王 　 傑 さん

平成 20 年に、大阪市立大学の文学研究科の言語文化
学専攻の後期博士課程に合格し、平成 24 年に卒業。現
在、中国の北京市社会科学院の哲学所にて、明清時代の
中国思想史を研究しております。帰国してからも、大阪
市立大学での研究生活を懐かしく思っています。なぜな
ら、そこには現在の中国にはない研究環境が整っている
からです。大学の図書館と各研究室に各分野の本をたく
さん置いているので、研究に便利ですし、他の分野の知
識も身につけることができます。特に市大図書館は他の
大学の図書館とは違って、その本のほとんどを直接手に
取ることがき、そこから多くの刺激を受けたのです。文
学研究科の先生たちはみな優しく、研究面でも非常に熱
心に指導して下さいます。そのおかげで、私はこうして
無事に卒業できたのです。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学研究者（大阪市立大学、大阪府立大学、滋賀県立
大学、熊本大学、三重大学、愛知大学、大谷大学、関
西大学、関西外国語大学、関西学院大学、金城学院大
学、京都外国語大学、大東文化大学、佛教大学、北星
学園大学、立教大学、龍谷大学、流通科学大学）、研究
所（北京市社会科学院）、教育機関（日本語講師）、大阪
市立大学や他大学における非常勤講師など

前期博士課程修了

一般企業（東洋ハイテック、関西ペイント、三井住友銀行、

杭州伊納可模具模型有限公司）、教育機関（運城学院　

日本語講師）、塾講師、大学院博士課程（大阪市立大学）
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教育方針

本専修では、厳密な英語の読解能力の育成を重視した指導を行なっている。同

時に、豊富な所蔵研究資料を利用して学生が主体的に研究に取り組む姿勢を獲得

し、その成果を積極的に学術論文として発表する技法の涵養にも努めている。ま

た海外への留学や語学研修を奨励している。ネイティヴの教員や海外からの留学

生と交流することによって、研究の幅広い視野を獲得できるように心がけている。

英語英米文学専修には、1953 年に修士課程（前期博士課程）が、そして 1955

年に博士課程（後期博士課程）が設置された。英米の文学、文化、英語学におけ

る多様な現象を研究対象とし、その専門家、教育者の養成を目指し、これまでに

多くの優れた研究者を送り出し、学界に少なからぬ貢献をしてきた。現在、「英文

学研究」ではエリザベス朝演劇の風刺性やヴィクトリア朝文学の社会性が、「米文

学研究」では小説技法が、また「英米文化学研究」では英米文化のイデオロギー

性が、そして「英語学研究」では英語という言語に存在する規則や構造を対象と

した分析が、それぞれテーマとして取り上げられている。そしてそれぞれの「研

究演習」科目では、研究を目指す上で必須となる精確な読みの力が養われること

を目指している。複数教員によって担当される「英文学総合研究」、「英文学研究

指導」、「英文学論文指導」においては、発表や討論などを通じて、研究論文執筆

の能力が養われることを目指している。

所属教員 �

杉井　正史
（英文学、シェイクスピア論、エリザベス朝演劇論）

田中　孝信
（ 英文学、ディケンズ論、19世紀イギリス文学・文化論）

古賀　哲男
（ 米文学、アメリカ現代詩論、現代文学、  

北米芸術・詩論）

イアン・マレー・リチャーズ
（ 英米文化学、ニュージーランド文学論、  

20 世紀文学論）

豊田　純一
（言語学、英語学）
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田
た

中
なか

孝
たか

信
のぶ

教 授
専門分野 19 世紀イギリス文学

最終学歴 広島大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

19 世紀イギリスの文学・文化が研究対象です。ディ
ケンズをはじめ、ブロンテ、ギャスケル、ギッシングと
いった小説家のテクストを分析しながら、社会的・文化
的コンテクストの中で権力による一元化を拒む「異質な
もの」をジェンダー、階級、人種の観点から浮かび上が
らせ、それらの持つ意味を探ります。近年は特に、大英
帝国の首都ロンドンの空間構造に関心があり、周縁に放
たれる中心世界の眼差し自体が帯びる曖昧性を、文学作
品のみならず新聞雑誌や社会学関連の資料からも研究し
ています。

文学作品は、作家の環境や思想、読者との関係など様々
な要素を背景として成り立っています。特に社会が急激
に変化した 19 世紀イギリスにおいては、文学は社会性
を抜きには語れません。作家は社会が内包する問題とど
う向き合い、どのように表現したのか。それらを読み解
きながら、現代との関連性にも目を向けましょう。

主 要 業 績

［著書］■『ディケンズのジェンダー観の変遷―中心と周縁とのせめぎ合い』（音羽書房鶴見書店、2006）
 ■『英文学の地平―テクスト・人間・文化』（音羽書房鶴見書店、2009、共編著）
 ■『スラム小説に見るイーストエンドへの眼差し』（アティ－ナ・プレス、2012）
 ■Dickens in Japan: Bicentenary Essays (Osaka Kyoiku Tosho, 2013, coauthorship) 
 ■『ヴィクトリア朝の都市化と放浪者たち』（音羽書房鶴見書店、2013、共編著）

杉
すぎ

井
い

正
まさ

史
し

教 授
専門分野 エリザベス朝演劇

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

エリザベス朝の劇作家シェイクスピアの喜劇全般を対
象としているが、特に最近では、初期喜劇に焦点を当て
ている。研究法は、台詞の持つ両義性に注目し、台詞や
筋に込められている寓意や政治的、宗教的メッセージを
あぶり出そうとする態度を特色とする。また、劇の登場
人物の役割をキャンプという文化現象との関わりで解明
しようとしている。

シェイクスピア研究は、何世紀にもわたって多くの
人々によって行われてきました。しかし、シェイクスピ
アの作品は劇場で、テキストで日々新たな魅力を発し続
けています。その魅力に触れ、味わうことを続けていき
たいと思います。指導にあたっては、シェイクスピアの
言葉の意味を重視したいが、映像でも作品を味わうこと
を目指します。

主 要 業 績

［著書］■『シェイクスピア：古典と対話する劇作家』（松籟社、2014、共著）
 ■『シェイクスピア喜劇の隠喩的メッセージ―初期喜劇を中心に―』（大阪教育図書、2000、単著）

［論文］■ “Twelfth Night and the Law: Malvolioʼs Lawsuit against the Sea Captain” Studies in the Humanities 
(Vol.64, Graduate School of Literature and Human Sciences, Osaka City University, 2013, 単著)
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イアン・マレー・リチャーズ准教授
専門分野 ニュージランド文学論

最終学歴 マッセイ大学博士課程 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

My specialty is New Zealand literature, and I 
am currently researching the novels of the New 
Zealand writer and educationalist Sylvia Ashton-
Warner.

I would like to encourage graduate students 
to use English communicatively in an academic 
setting, as if they were exchange students 
overseas.

主 要 業 績

［著書］■A Reader’s Guide to the Stories of Maurice Duggan (Auckland University Press, 1998, 単著)
 ■Dark Sneaks In: Essays on the Short Fiction of Janet Frame (Lonely Arts Publishing, 2004, 単著)
 ■ Do-It-Yourself History: A Commentary on Maurice Shadboltʼs “Benʼs Land” (Lonely Arts Publishing, 

2007, 単著)
 ■ New Zealandʼs Kendrick Smithyman: The Move Towards a Post-Colonial Poetic (Comparative 

Studies on Urban Cultures, Osaka City University, 2009, 単著)

古
こ

賀
が

哲
てつ

男
お

准教授
専門分野 アメリカ現代詩

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

研究対象のコアは 20 世紀のモダニズム詩です（博
論 テ ー マ と し て Wallace Stevens、 他 に Marianne 
Moore、Hart Crane、John Berryman、John 
Ashbery、Gary Snyder、ランゲージ派詩人につい
て執筆、アメリカ現代詩通史をウェブ講義。現在は
Langston Hughes を中心とした黒人詩全般を研究）。
ヒューズの詩は、大多数の白人アメリカ的主体にはな
い、アメリカ黒人特有な意識を代弁しており、黒人文化
としてのブルースやジャズ音楽の歴史的文化表象の意味
も追求しています。さらにカナダ的主体を代表する詩人 
Margaret Atwood にみるアイロニー効果やポストモダ
ニズムの問題を研究しています。

ヒューマニズム的伝統とは何かをともに探求したいと
思います。

教育方針としては、言語で書かれた文化表象の意味を
その音声的側面を深く考察することによって、言語体験
の意味を斬新に捉え直し、英語学習から専門的な文献研
究にいたるまでの、包括的な学習体験に生かすことを考
えています。

主 要 業 績

［著書］■『ウォレス・スティーブンス』（世界思想社、2007）
［翻訳］■『アイロニーのエッジ』（世界思想社、2003）
［論文］■「冷戦時代の詩人たち」『冷戦とアメリカ文学』（山下昇編、世界思想社、2001）
 ■ 「ポストモダニズムの終焉とアメリカ詩のゆくえ―アシュベリとスナイダーにみる主体と身体」『身体・ジェンダー・

エスニシティ—21 世紀転換期アメリカ文学における主体』（鴨川卓編、英宝社、2003）
 ■「大衆詩における独創とはなにか―『豹と鞭』におけるヒューズの編集意識―」『黒人研究』82（黒人研究の会、2013）
 ■“ Historical Moments in Langston Hughesʼ Montage of a Dream Deferred.” Jinbunkenkyu: Studies in the 

Humanities, 60 (Graduate School of Literature and Human Sciences, Osaka City University, 2009)
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豊
とよ

田
た

純
じゅん

一
いち

准教授
専門分野 言語学

最終学歴 University of Manchester 学　位  博士 /Ph.D. 
（言語学 / 英語学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

私の研究活動では、人間の言語を中心としたコミュニ
ケーションにおける様々な現象を、認知科学を中心に学
際的に考察しています。その言語が人間の進化の過程で
どの様に派生・形成されたか、また現在世界に約 6,000
話されていると言われている言語に見られる普遍性と多
様性は何であるかが、私の研究テーマの根底にあります。
近年の研究で力を入れているテーマは、現代英文法の類
型論的に見た特性、死に関する宗教観と時制（未来形）
の関係、視覚動詞の類型論的考察、言語の志向性と言語
の教授法・習得などが挙げられます。

言語やコミュニケーションに関する研究は、我々の生
活の一部が対象になっています。面白い研究テーマは思
わぬところに転がっているもので、普段から何気ないこ
とにも好奇心をもって接することで、新しい切り口を開
発できるかもしれません。

主 要 業 績

［著書］■ Sense of Emptiness: an interdisciplinary perspective. Newcastle upon Tyne: Cambridge Scholars 
Publishing, 2012 (co-edited with P. Hallonsten and M. Shchepetunina). 

 ■ The grammatical voice in Japanese: a typological perspective. Newcastle upon Tyne: Cambridge 
Scholars Publishing, 2011.

 ■ Kaleidoscopic grammar: investigation into mystery of binary features. Newcastle upon Tyne: 
Cambridge Scholars Publishing, 2009.

 ■Diachronic changes in the English passive. Basingstoke: Palgrave, 2008.
［論文］■ʻOn so-called adjective passive in English.ʼ Belgrade English language and literature studies 5, 2013.
 ■ʻDisagreement of feminine gender: historical perspectives.ʼ Text and Talk 32, 63-82, 2012.
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「アイロニー概念の言語的造形」�
▶ �“A� Semantic� Pragmatic� Approach� to� Depictives� and� Related� Constructions� in�

English”�
▶「トニ・モリスンのパリンプセスト  ―作品に隠された古典の影響」
▶「語りから見たイギリス小説の始まり  ―霊的自伝、道徳書、ロマンスそして小説へ」

修士論文

▶ �“A� Study� of� Emma:� Mr.� Woodhouseʼs� and� Mr.� Knightleyʼs� Influence� on� Emmaʼs�
Mental�Development”

▶ �“A� Study� of� Female� Characters� in� Fitzgeraldʼs� The Great Gatsby and Tender Is 
the Night:�From�a�Feminist�Perspective”

▶ �“Where� Do� Run On and Run Off� Come� from?� A� Cognitive� Approach� to� Verb�
Preposition�and�Verb�Particle”

▶ �“A�Semantic�Difference�between�the�Double-Object�Construction�and�the�“V�NP1�
with�NP2””�

教室行事

毎年、１０月上旬に修士論文の中間発表会、２月に前期博士課
程１回生の授業科目「総合研究」の発表会を行っている。また、

毎年４月に新入生の歓迎会、２月に修了生の歓送会を行なってい
る。

出版物

大学院修了生・現役生によって不定期的ではあるが、『Queries』
という学術誌が発刊されており、多様な研究の成果が公表されて
いる。

『Queries』45 号、大阪市立大学大学院英文学会、2008 年 11 月
『Queries』46 号、大阪市立大学大学院英文学会、2009 年 11 月
『Queries』47 号、大阪市立大学大学院英文学会、2010 年 11 月

その他の特色

現・退職教員と大学院修了生・現役生、および学部卒業生から
なる「市大英文学会」があり、毎年秋の大会では、英米文学、英
米文化、英語学、英語教育の分野に関する研究発表やシンポジウ

ムや講演が活発に行なわれ、今年で４２回目を迎える。この学会
は同窓会の役割も果たしており、同期生のみならず、教員と卒業
生、先輩と後輩との交流も盛んである。
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進路

在学生・修了生の声

後 期 博士 課 程在学生 辻 　 早 代 加 さん

He owes his parents everything. という文は、He 
owes everything to his parents. と言い換えることが
できます。と、いうことはもちろんご存知でしょうけれど
も、では、このふたつの文はどう違うのでしょうか。また、
なぜ言い換えることができるのでしょうか。

日本で育った多くの人にとって、初めて学校で教わっ
た外国語が英語であるはずですが、私たちはそんな英語
という言語そのものについても、英語で書かれた文学に
ついても、英語圏の文化についても、知っていることは
ほんのわずかです。

わたしは、高校でも習ってきたはずのいわゆる「英文
法」を、もっともっと深く知りたいと思い、英語英米文
学専修で、英語学に取り組んでいます。他にも、イギリ
ス文学に魅せられた人、アメリカ文学の世界で生きる人、
英米の文化について知りたい・考えたいと思う人たちが、
本専修ではそれぞれ英文学・米文学・英米文化を研究し
ています。各専門分野の魅力はここでは語り切れません
ので、ぜひ、肌で感じにいらしてください。学部生室と
院生室の大改造も完了し、皆が心地よく学べる場を提供
しています。

後 期 博士 課 程
修了生

富山大学・准教授

藤 川 　 勝 也 さん

私は英語英米文学専修の後期博士課程を修了し、現在、
大学で教員をしています。大学院では英語学を専攻し、
英語の二次述語と呼ばれる現象について研究していまし
た。大学院の授業は主に論文講読ですが、授業以外にも
読書会、論文紹介などの勉強会がありました。すそ野が
広いほど研究内容は深まるので、これらの勉強会は厳し
かったですが大変有益なものでした。勉強は主に学術情
報総合センターでしていました。土日も開いており蔵書
数も多く、パソコンルームや個室もあり一番活用した場
所です。

院生時代はそれなりに忙しく感じると思いますが、今
から思うとかなり自由な時間がありました。文字通り研究
に没頭できるのは大学院時代しかないと思います。また
英米言語文化関係で大学教員になるには研究はもちろん
実用的な英語運用能力も必要です。留学する機会があれ
ば是非して下さい。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学研究者（大阪市立大学、富山大学、就実大学）など

前期博士課程修了

一般企業、教員（大阪府、北海道）、大学院博士課程（大

阪市立大学、京都大学）など
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教育方針

前期博士課程では、スタッフの専門分野に関連する基礎的なテクスト講読を中

心とした授業で語学力を高め、講義科目ではテクスト理解のために不可欠な知識

の習得につとめます。スタッフの研究テーマについては次頁以降、授業内容につ

いては大学院シラバスを参照してください。並行して論文指導が行われます。後

期博士課程では、主担当教員の指導のもと博士論文の準備に専念します。

年に 3 回行われる独仏合同の中間発表会は、修士論文や博士論文を準備する上

でよい刺激になるでしょう。研究の進捗状況によっては、大阪市立大学ドイツ文

学会での研究発表、学会誌『セミナリウム』への論文投稿も可能です。また、大

学間学術交流協定校であるハンブルク大学への長期留学もサポートしています。

当専攻の HP は定期的に更新されています。教室の雰囲気を知りたい方は次の

キーワードで検索してください。
☞ 　大阪市立大学文学研究科　独文　

本領域では、ドイツ語圏の言語、文学、文化、思想を研究することができます。ヨー

ロッパ北方、「森の国」と呼ばれ幾多の夢想家や思想家を輩出したドイツと、西欧

と東欧のあいだに位置する多様性の国オーストリアは、長い歴史と伝統を持つ国

です。それぞれに興味深い研究対象ですが、同じ言語圏に属しながらもはぐくま

れてきた文化には違いがあり、その違いがまた私たちの知的好奇心を刺激します。

原書をじっくり読む、研究会に参加して意見交換を行う、あるいは実際に現地に

飛んで資料収集をするなど、真剣に取り組むのに不足はない魅力的な言語圏であ

るといえるでしょう。

教員 3 名は、このドイツ語圏を中心として「語学」「近・現代文学」「文化学」

を研究していますが、本領域で可能な研究対象については、過去の博士論文・修

士論文一覧（一部）も参考にしてください。

2 年間の「前期博士課程」修了後、さらに 3 年間の「後期博士課程」を修了し、「博

士論文」の審査に通れば「博士（文学）」の学位が得られます。現在、本専修に在

籍する大学院生はそれぞれ関心を抱くテーマを選び研鑽を積んでいます。

所属教員 �

神竹　道士
（言語学、ドイツ語学：文法理論、正書法、正音法）

髙井　絹子
（ 20 世紀文学・文化・思想：ブレヒト、バッハマ

ン、ウィーン世紀末文化）

長谷川　健一
（ 18・19 世紀文化・文学：敬虔主義、ツィンツェ

ンドルフ）
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髙
たか

井
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子
こ

准教授
専門分野 20 世紀ドイツ語圏文学・文化

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

20 世紀ドイツ、オーストリアの文学・文化・思想が
研究対象です。目下とくにオーストリアの戦後作家イン
ゲボルク・バッハマンの作品を読んでいますが、この作
家の作品を読み解くためのキーワードをいくつかあげれ
ば、言語懐疑、47 年グループ、アウシュヴィッツ以後、
フェミニズム、パロディ、間テクスト性と幅広いため、
戦後ドイツ語圏の社会的歴史的動向はもちろん、ドイツ
語圏以外のヨーロッパ文学も関心の対象です。

文学作品は、作家の個人史と歴史の交点に生まれます。
テクストを精確に読むためのドイツ語力を鍛えるだけで
なく、歴史、文化、思想について知識を蓄え、テクスト
成立のプロセスをも視野に入れる総合的なテクスト読解
力を養いましょう。

主 要 業 績

［著書］■『世紀を超えるブレヒト』（郁文堂、2005、共著）
 ■『ドイツ文化を担った女性たち』（鳥影社、2008、共著）

［論文］■「50 年代のインゲボルク・バッハマン」（『阪神ドイツ文学論攷』第 52 号、2011）
 ■ Ingeborg Bachmanns Gedicht Böhmen liegt am Meer. –Warum hat sie darin auf Shakespeares The 

Winter’s Tale angespielt ? （『セミナリウム』第 32 号、2010）
 ■ 「インゲボルク・バッハマンの放送劇『マンハッタンの善良な神』―二つの顔を持つ神―」（『世界文学会』第 116 号、

2012）

神
かみ

竹
たけ

道
みち

士
お

教 授
専門分野 言語学、ドイツ語学

最終学歴 マンハイム大学 学　位 博士（Ph.D）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

16 世紀から 18 世紀までの統一文章語の確立期から、
現代の標準ドイツ語に至るまでの言語規範の成立過程を
主な研究テーマとして取り扱っている。その際特に、学
校文法における文法規範とその揺れの問題、正書法と正
音法にみる文字と音声の関係などに視点を置き、標準ド
イツ語の規範概念の歴史的推移に関して研究している。
最近の研究テーマとしては、ドイツ語の発音辞典および
独和辞典における発音の表記法からみた発音規範の恣意
性と中間言語形式を取り上げて研究している。

ドイツ語学を専門として研究する前に、学生（院生）
の皆さんにはドイツ語の総合的な語学力を磨いてもらい
たい。会話が得意な人、読解力に自信のある人、それぞ
れ得て不得手があるかもしれないが、ドイツ語で「読む、
書く、聞く、話す」能力を万遍なく身につけることに、
謙虚に取り組んでほしい。

主 要 業 績

［著書］■“ Johann Jakob Hemmer und sein Beitrag zur Verbreitung der neuhochdeutschen Schriftsprache in 
der Pfalz” (Peter Lang Verlag, 1987) 

［論文］■“ Einige Bemerkungen über die „Prinzipien der Sprachgeschichte“ von Hermann Paul”（『北海道大学言
語文化部紀要』、第 22 号、1991）

 ■「標準ドイツ語とは何か？―18 世紀の文法家と言語規範―」（大阪市立大学文学部『人文研究』第 51 巻第 3 分冊、1999）
 ■「＜ｒ＞音からみたドイツ語発音規範の推移」（大阪市立大学ドイツ文学会『セミナリウム』第 33 号、2011）

［教科書］■「中級ドイツ語へのステップアップ―副文中心―（改訂版）」（白水社、1996）
 　■「ドイツ文法ベーシック３」（朝日出版、2014）
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長
は

谷
せ

川
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健
けん

一
いち

講 師
専門分野 18・19 世紀ドイツ語圏文化・文学

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

18・19 世紀の文化と文学（作家で言えば、ゲーテ、ジャ
ン・パウル、ノヴァーリス等）を、その歴史的・社会的
背景も含め、総合的に研究している。現在は、17 世紀
末に始まる信仰刷新運動である敬虔主義（ピエティスム
ス）と、その流れを汲むヘルンフート同胞教団の活動が
ドイツ語圏の文学作品に与えた様々な影響について、主
としてモティーフ研究の観点から考察している。ここ数
年は、アルベルト・シュバイツァーの説教の翻訳にも取
り組んでいる。

文学作品をどのような方法論に基づいて分析・考察す
るにせよ、まずは原典のテクストにあたり、腰を据えて
じっくり読もうとする姿勢を忘れないこと。資料の調査・
収集に際しては、現地の図書館や資料館に赴き、関係者
と情報交換する機会も積極的に作ってほしい。地道な努
力は全て、新たな研究の貴重な足がかりとなる。

主 要 業 績

［著書］■『ドナウ河―流域の文化と文学』（晃洋書房、2011、共著）
［論文］■ 「ノヴァーリス文学とヘルンフート同胞教団―二つの断片におけるヘルンフート・モティーフと『青い花』の解釈をめ

ぐって―」（『セミナリウム』第 31 号、2009）
 ■ 「N. L. v. ツィンツェンドルフの身体観―「血と傷の神学」と「イエスのからだ」の視覚化をめぐって―」（『阪神ドイツ

文学論攷』第 45 号、2003）
［書誌］■“Pietismus-Bibliographie(Japan)”(Pietismus und Neuzeit, Bd.38, 2012, Vandenhoeck & Ruprecht）
［翻訳］■「シュバイツァーの説教から（承前）」（『シュバイツァー研究』第 30 号、2014、共訳）
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「多言語社会における言語選択と領域（domain）の関係  ―ルクセンブルクの教会を事例として―」
▶「シューベルトと都市ウィーン  ―市民音楽の形成―」
▶「インゲボルク・バッハマンの文学  ―深層と表層のテクスト戦略―」
▶「ヘルンフート精神とドイツ文学  ―ツィンツェンドルフの宗教理念と「美しき魂」の系譜―」
▶「Bildungsroman概念の成立と変容」
▶「『グリム童話集』における表象と意味  ―『教育の書」と名付けられた意味をめぐって』―」
▶「ドイツ語周縁部における言語の階層構造�:�「言語の屋根」理論を手がかりとして」

修士論文

▶「否定詞nicht�の特殊用法について  ―心理的・文法的解釈の試み―」
▶「ドイツ戦争抒情詩にみる詩人の帰属意識  ―三十年戦争からナポレオン戦争まで―」
▶「ヴィトゲンシュタインにおける言語と生の問題」
▶「「死の舞踏」に見る死生観の変遷  ―文学作品を中心に―」
▶「近代ドイツの自然科学に見られる「知的風土」  ―３植物遺伝育種学者の足跡を辿りつつ―」
▶「多言語社会の理想と現実  ―ルクセンブルクを事例とした社会言語学的考察―」
▶「初期表現主義詩における醜の形象」

教室行事

大阪市立大学ドイツ文学会研究発表会（年 2 回開催）：大阪市
立大学ドイツ文学会は、当教室大学院出身者、在学生、教員から

なる会です。2014 年 4 月現在、会員数は 74 名です。

出版物

大阪市立大学ドイツ文学会学会誌『セミナリウム』（年 1 回刊
行）：2013 年度 12 月、第 35 号を発行しました。
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進路

在学生・修了生の声

後 期 博士 課 程在学生 柴 　 亜 矢 子 さん

市大では、積極的に国内外で研究する機会を与えてく
れます。昨年はカナダのビクトリア大学でプレゼンテー
ション研修に参加しました。ドイツのマンハイムにある
IDS（ドイツ語研究所）には 2 年連続で博士論文の資料
収集のために数ヶ月滞在し、海外の研究者と交流するこ
とができました。

本領域はまた、本当にアットホームな雰囲気です。年
間を通じてさまざまな手作りの行事が企画されており、
それらを通じて学部生と院生が仲良くなれます。

人と知り合う「機会」や勉強する「機会」に恵まれて、
充実した毎日を送っています。

後 期 博士 課 程
修了生

大阪市立大学（他）ドイツ語非常勤講師

木 戸 　 紗 織 さん

私は、大学院在籍中から多言語社会ルクセンブルクの
言語使用について研究しています。独自のテーマに取り
組み、まだ誰も言及していない未知の事柄を解き明かす
ことに、大きなやりがいを感じています。また、広い視野
に立ち、様々な情報に対して批判的に臨むという姿勢は、
研究だけでなくすべてにおいて不可欠なことです。

さらに、研究と並行して、大学 1 年生向けのドイツ語
の授業も担当しています。ここでは、十分なドイツ語の
知識はもちろんのこと、教壇に立つための様々な心得が
必要ですが、一年間のドイツ留学や国際シンポジウムで
の発表、スピーチコンテストへの参加など、大学院で経
験した多くのことが、現在の仕事に生きています。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学教員（岡山大学、大阪市立大学、大阪音楽大学、金

沢大学、滋賀県立大学、信州大学、姫路獨協大学、北

海学園大学、三重大学、宮崎大学、立命館大学、和歌

山高等専門学校、他）、その他（大学、高等専門学校、

高校ドイツ語非常勤講師）

前期博士課程修了

大学院博士課程進学（大阪市立大学）、高校教員（国語、

英語）、地方公務員、一般企業（銀行、出版社、特許翻訳、

貿易商社）、その他（留学）
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所属教員 �

津川　廣行
（Gide を中心とするフランス語圏文学、複雑系論）

福島　祥行
（ コミュニケーション論、相互行為論、会話分析、

言語学習論、劇場論、社会言語学、文法論、
フランス語圏学）

白田　由樹
（ 19 世紀末フランスのジェンダーおよび人種表

象、19 世紀都市文化）

教育方針

「フランス語圏学」をかかげる本領域では、ひろくフランス語圏にかんする言語、

文学、文化、社会、歴史をあつかうが、前期博士課程の学生にたいしては、その

専門にかかわらず、できうるかぎり広範囲な学びの機会を提供し、同時に、論文

執筆のための教えを授業の内外において提供することにより、学生じしんがみず

から課題を発見、解決していけるような自律的研究者にそだつことをめざしてい

る。修士論文執筆へむけてのおもなスケジュールは、以下のとおりである。

1 年次 4 月 テーマ提出、指導教員決定

1 年次 5 ～ 12 月 毎月の中間報告会

2 年次 10 月～ 12 月 論文執筆

2 年次 1 月 修士論文提出

また、後期博士課程の学生にたいしては、その専門によりそい、3 年間で博士

論文を執筆できるよう、最大限の便宜をはかると同時に、国内外の学会や研究会

出席、留学などをサポートすることで、学生の経験値をゆたかにすることをめざ

している。

なお、社会人大学院生にたいする、研究環境についての個別配慮もおこなって

いる。

本領域は、ドイツ語圏言語文化学領域と連携することで、過去も現在も欧州を

牽引するドイツとフランス両国を中心としつつ、ベルギー、スイス、ルクセンブ

ルクなどの欧州や、ケベックやハイチなど南北米大陸、アルジェリア、チュニジア、

モロッコ、セネガル、コートディヴォワールなどアフリカ、タヒチなどオセアニ

アにひろがる世界のフランス語圏の言語、文学、文化、歴史、社会などについて、

教育・研究・社会貢献をおこなっている。かつての名称である「フランス語フラ

ンス文学専攻」は、ほかの大学においてもなされうる学問領域をあらわしていたが、

フランス語圏学を標榜する専修はきわめてすくない。このことは、もちろん、伝

統的フランス文学研究をすてさるものではなく、そのうえに、ひろく世界のフラ

ンス語圏に眼をむけていることをしめしている。

本領域の教員は、20 世紀文学、言語学、文化研究を専門としているが、それぞ

れ興味、関心の範囲はひろく、これまで指導した学生の論文については、文学研

究はもちろんのこと、メディアの言説分析、宗教文化の歴史的展開、挿絵論、ダ

ンス論、建築などのテーマについての指導をおこなってきた。

また、現役の院生と教員にくわえ、院生ＯＢ／ＯＧ、退職教員からなる「大阪

市立大学フランス文学会」を組織し、研究発表会・シンポジウムのほか、年刊機

関誌『Lutèce』を発行、研究成果の公表につとめている。

フ
ラ
ン
ス
語
圏
言
語
文
化
学
領
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教 授
専門分野 言語学・フランス語圏学

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

わたしの研究の関心は、言語、相互行為分析、協働学習、
ポートフォリオ、現代フランス語圏社会、劇場論と多岐
にわたりますが、その中心にあるのは「コミュニケーショ
ン」です。コミュニケーションとは、ひととひととのや
りとり（相互行為）のことですから、すべてはコミュニ
ケーションの問題に帰着するわけです。具体的には、会
話の現場のミクロ分析や、学びあい、言語学習法、言語
の政治性、異界と境界などについて、構築主義的視点か
ら研究しています。

学問の先達としてできるかぎりのサポートをおこなう
ことはいうまでもありませんが、教えることは学ぶこと
であり、教員もまた学びつづける存在です。ともに学ぶ
ことを第一にしつつ、言語や社会に関心のあるみなさん
と、あらたな学問を生みだしてゆきたいとかんがえてい
ます。

主 要 業 績

［著書］■『キクタン　フランス語入門編、初級編、初中級編』（アルク、2011、2012、2013、共著）
［論文］■ 「都市・境界・アート―コミュニケーション空間の相互行為的生成について―」都市研究プラザ編『URP GCOE 

DOCUMENT』13、水曜社、2012）
 ■ 「意味とシンタックスの協働的構築―構築主義的コミュニケーション研究のこころみ 3―」『人文研究』（第 60

巻、大阪市立大学大学院文学研究科、2009）
 ■ 「外国語教育における CALL 利用法―「フランス語入門」における実践から―」『大学教育』（第 1 巻第 1 号、大阪

市立大学大学教育研究センター、2004）

津
つ

川
がわ

廣
ひろ

行
ゆき

教 授
専門分野 フランス文学

最終学歴 関西大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

19 世紀後半から 20 世紀前半にかけてのフランス文
学が専門。とりわけ、アンドレ・ジイド、ポール・ヴァ
レリー、マルセル・プルーストの作品、そして彼らが生
きたフランス第三共和制という時代についての研究を続
けてきた。最近では、進化論の思想とそれがすでにして
孕んでいた複雑系的視点から当時の文学を再検討したら
どうなるかという問題に興味をもっている。ジイドは、
人間的な、あまりに人間的な作家として知られているが、
実は、生物学に造詣の深いナチュラリストでもあった。
この観点から、ジイドの作品の再解釈の可能性をさぐっ
ている。

文学とは何かと問うこと、これは究極的には、文学作
品を構成している言語とは何かと問うことに行きつく。
言語とは、歴史的・社会的・文化的な産物である。諸君は、
なによりもまずこの意味で、また、研究書を読まなくて
はならないという実践的な理由で、フランス語に習熟し
なければならないが、このお手伝いができればと思って
いる。

主 要 業 績

［著書］■『象徴主義以後――ジイド、ヴァレリー、プルースト』（駿河台出版社、2001）
［論文］■“Sur les interprétations du dénouement de Philoctète dʼAndré Gide” （『仏語仏文学』第 34 号、2008）
 ■「『ジュヌヴィエーヴ』にみるその「失敗」の意味――「複雑系」の観点から」（『仏語仏文学』第 37 号、2011）
 ■「『背徳者』にみる進化論的発想」（『仏語仏文学』第 39 号、2013）
 ■「『一粒の麦もし死なずば』にみる「化学ハーモニカ」の実験」（『仏語仏文学』第 40 号、2014）
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専門分野 19 世紀末フランス文化

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

19 世紀末フランスにおける芸術・文学作品、演劇、
ほか各種メディアの中で描かれた「女性」について、伝
統的な男女観の変化や当時の社会状況とともに研究して
います。現在までに、19 世紀末から 20 世紀初頭にか
けて活躍した女優サラ・ベルナールを「新しい女性」と
してとらえなおし、その自己表象のあり方を再検討する
研究を行ってきました。また、近年はジェンダーの視点
だけでなく、人種や民族問題を含めたさまざまなイメー
ジの生成過程を、当時の文学・演劇や報道言説の中に探っ
ています。

フランスへの憧れでこの分野に入る人は（全てではな
くとも）多いと思いますが、私もそうして研究を始め、「フ
ランス的なるもの」の生成過程を追う間に、自分が生き
ている今の日本を意識することが増えました。心に引っ
かかる現象を探究しながら、広がり、つながる世界を見
出し、語る力を互いに鍛えていければと思います。

主 要 業 績

［著書］■『サラ・ベルナール―メディアと虚構のミューズ―』（大阪公立大学共同出版会、2009 年）
［論文］■ “Sarah Bernhardt comme la Muse de la décadence : Roman à clef Dinah Samuel de Champsaur”, 

Lutèce, （n. 38, 2010, 大阪市立大学フランス文学会）
 ■ 「サラ・ベルナールとオリエント女性の表象―サルドゥのオリエント歴史劇『テオドラ』を中心に―」『演劇学論集』

（55 巻、2012 年、日本演劇学会）
 ■ 「川上音二郎・貞奴が演じた「東洋」―1900 年パリ万国博覧会における日仏の位相から―」『人文研究』（第 64 巻、

2013、大阪市立大学文学研究科）



O
S

A
K

A
 C

IT
Y

 U
N

IV
E

R
SIT

Y
 G

raduate S
chool of L

iterature and H
um

an S
ciences

フ
ラ
ン
ス
語
圏
言
語
文
化
学
領
域

81

専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「宗教改革以降のヴァルド派における集団意識  ―起源伝承によるその形成と保持―」
▶「「ジャーナリスト作家」ジャン・ロラン論  ―世紀末的審美観の限界と「噂話の詩学」―」
▶「フラ�ンスの「暴動」をめぐる言説と「若者」の「実体化」プロセスの解明� �

  ―批判的言説分析による考察―」
▶「フラ�ンス語会話文における意味と指示の相互行為論的生成� �

  ―構築主義的コミュニケーション論のこころみ―」
▶「サラ・ベルナールの伝説空間とフェミニテの神話」
▶「多元社会ケベックの移民と文学」

修士論文

▶「『虐殺された詩人』における森の機能  ―アポリネールの求めた詩人像―」
▶「フランスのメディアにおける「同性愛者」の表象  ―Mariage pour tousを事例に―」
▶「シャルル・ペローの�Cendrillon�にみる挿絵の変遷  ―おとぎ話の古典化がもたらす服飾の変化―」
▶「モーリス・ベジャール版『ボレロ』の「独自性」検証  ―振付の比較分析から―」
▶「フラ�ンス語学習における「きっかけ」「道具」「参加のかたち」の協働的達成� �

  ―「知識」構築のエスノメソドロジー的研究―」
▶「ヴァルド派の成立と宗教改革参加  ―カルヴァン派との合同の観点から―」
▶「セギュール夫人の作品世界  ―そのキリスト教的道徳と階級意識―」

教室行事

現役の院生と教員にくわえ、院生ＯＢ／ＯＧ、退職教員からな
る「大阪市立大学フランス文学会」において、年に 2 度の研究会

を開催、学びと交流の機会を提供するほか、学部と共通の懇親行
事をいくつか実施している。

出版物

上記大阪市立大学フランス文学会において、年刊研究誌
『Lutèce』を発行している。最新号は第 41 号である。

その他の特色

教員の所属する学会には、大阪市立大学フランス文学会のほか、
日本フランス語フランス文学会、日本フランス語学会、日本フラ
ンス語教育学会、日本演劇学会、外国語教育メディア学会、日

本言語学会、社会言語科学会、日仏女性研究学会、Association 
des amis dʼAndré Gide がある。
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進路

在学生・修了生の声

前 期 博士 課 程在学生 大 志 茂 雅 絵 さん

私は卒論から引き続き「シャネル」という女性企業家
の研究をしており、研究テーマに関するテクストの和訳
や、修論に向けてのアドバイスを受けながら日々過ごし
ています。本専修は、各自テーマが自由で幅広い為、主
体性が必要であり、養われます。また教員や他の院生か
ら客観的な意見を聞くことが出来る為、主観的な思考に
偏り過ぎず、常に自身の研究に対し冷静な考察を心掛け
ることが出来ます。私自身、現在就労中で幼い子供もおり、
学業と仕事、育児の両立は大変ですが、それ以上に今こ
の時期に学問上の探求が出来ることに幸せを感じます。
今後の人生でも、自身と向き合いながら学んだ大学院で
の日々は私の貴重な財産となると大いに感じています。 

前 期 博士 課 程
修了生

高等学校教諭

中 村 　 治 朗 さん

フランス語圏言語文化学領域での学びと研究の特色の
一つは、フランス語を共通点として、さまざまな文献の
読み方や知識を学び、研究の基礎と幅広い視野を養うこ
とができるということです。もう一つは、少人数教育に
よる教員との距離の近さです。自分の考えを教員と共有
し、話し合ったり、整理したりするのに最適な環境です。
このような学びと研究は、将来の仕事にも役立つことだ
と思います。わたしは、高校の英語科教員としてはたら
きはじめております。たとえ、仕事と大学院での研究と
に直接的な関係がなくとも、大学院での経験は、新たな
知識や考え方を学ぶための土台となっています。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学研究者（大阪市立大学、京都外国語大学、大阪大学、

上智大学、大阪産業大学）など

前期博士課程修了

一般企業、高等学校教員、大学院博士課程（大阪市立大

学、京都大学）など
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所属教員 �

関　茂樹
（統語論、語用論）

井狩　幸男
（神経心理言語学、応用言語学）

山崎　雅人
（言語類型論、認知言語学）

田中　一彦
（意味論、語用論）

教育方針

本専修では文献研究とともに、様々な言語媒体およびコーパスに基づいた言語

事実を重視する指導を行なっています。理論研究も重要ですが、自ら実際に収集

した事実により、先行研究の不備を明らかにしたり、新たな言語現象の発掘に基

づいた問題の提起など実証的な研究を重視しています。本専修は、社会人学生、

留学生が多いことも特色のひとつです。彼らは実際の教育の中から生まれた疑問・

問題点の解明を求めて研究し、あるいは帰国後の日本語教師としての立場から、

母語と日本語の対照研究を行なっています。院生は課題を自由に設定することが

できます。その動機を尊重しながら、課題の妥当性、使用する言語資料の妥当性、

拠り所となる言語理論の選択およびその妥当性などについて、十分な指導を心が

けています。

言語応用学専修は、個別言語の諸特性を研究対象とすることに加えて、複数の

言語の対照研究、言語獲得の研究といった多角的な観点から言語を分析すること

を目的としています。本専修は、各教員の主な研究分野の講義・演習とともに、

教員、学生全員が参加する合同ゼミに特色があります。院生は、自分が興味をも

つ分野を中心に研究することができますが、合同のゼミでは、発表内容に関して

多様な観点から、助言を受けることができます。様々な研究歴をもつ院生の中に

は留学生も多く、研究の方向、関連文献の紹介など基本的な事柄に関しても十分

な指導を受けることができます。教員の専門は、英語を主な対象言語とした語用論、

神経心理言語学の観点からの言語獲得論、東アジア言語を中心とする言語類型論、

様々な言語理論に基づいた日英語の語用論・文法論など多岐に渡っています。各

教員はそれぞれの専門分野の特性を生かしながら、文化的コンテクストも含めた

言語の多面的特性を研究しています。
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教 授
専門分野 神経心理言語学・応用言語学

最終学歴 神戸市外国語大学
 大学院外国語学研究科

学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

最大の関心は、言語獲得システムの解明です。「ヒト
はなぜ言語を獲得できるのか」という問題に関して、言
語獲得の一番根本にあるはずのメカニズムは、依然とし
て解明されていません。この問題の解決の糸口として、
私は、「エントロピー」の視点に基づく自然現象の説明
の仕方に注目しています。これは、熱力学の研究から生
まれたものですが、このエントロピーの原理が言語獲得
にも作用していると考えると、乳幼児の言語獲得を促進
させる原動力が一体何なのかが、解明されることにつな
がる可能性があると考えています。

院生のみなさんには、「なぜ」という疑問を常に感じ
ていて欲しいと願っています。「なぜ」という疑問を持ち、
それに答えようとすることが、考察する対象の原理の解
明につながるからです。私の専門分野は、既存の概念が
新たな発見によって塗り替えられる可能性の高い分野で
す。受講生との活発な議論を期待しています。

主 要 業 績

［著書］■ 『小学校外国語教育の進め方―「ことばの教育」として―』（成美堂 2012　岡秀夫、金森強（編著）　井狩幸男　他 10
名 共著）

 ■ 『ことばと認知のしくみ』（三省堂 2007　河野守夫、井狩幸男、石川圭一、門田修平、村田純一、山根繁（編著）　井狩
幸男 他 25 名 共著）

［論文］■ 「神経心理言語学からみた英語教育への提言」『現代社会と英語―英語の多様性をみつめて』（pp.208～217　金星
堂 2014）

 ■「生きたことばを習得するための英語教育―母語獲得と脳科学の研究成果を踏まえて―」（博士論文 2009）
［訳書］■ 『子どもの認知と言語はどう発達するか―早期英語教育のための発達達心理言語学―』（ジョン・オーツ／アンド　

ルー・グレイソン（編）井狩幸男（監訳）河内山真理／高橋幸子／横川博一／吉田晴世（訳）松柏社 2010）
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最終学歴 筑波大学
 大学院文芸言語研究科

学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

英語を主な分析対象として、文の形式と意味の対応関
係を研究しています。伝統的な文法理論の枠組みに依拠
しつつ、新しい言語理論を組み込んだ折衷的方向を目指
しています。小説・インタビューなどの資料に基づいて、

これまで分析されることのなかった言語現象を取り上
げ、その諸特性を明らかにすることを基本的な目標とし
ています。母語話者にとっては当たり前で、それほど注
目されていない現象に気づき、その特性を明らかにする
ことは興味深い仕事です。

講義・演習では主に英語の文献を使うので、内容をで
きるだけ正確に理解する努力を続けてください。論文で
引用する例は、小説などからの抜粋が多いこともあり、
文脈がわかりにくい場合もありますが、様々な文章に慣
れるという意味からも必要な作業です。言語学の基本文
献を並行して読んでおくことも重要です。

主 要 業 績

［著書］■『英語指定文の構造と意味』（開拓社、2001）
［論文］■“Left Dislocation and Multiple Focussing in Clefts.” Distinctions in English Grammar （開拓社、2010）
 ■「否定辞を含む省略節の語順と機能」『英語語法文法研究』（第 20 号、2013）
 ■「知覚動詞補部の多様性」『言語情報学研究』（第 10 号、2014）
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専門分野 意味論・語用論

最終学歴 筑波大学
 大学院文芸言語研究科

学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

研究テーマは大きく 2 つに分けられます。1 つめは、
英語の時制研究です。英語の時制に関わる様々な現象や
時の解釈に関わる問題を文レベルの要因にとどまらず、
談話レベルの要因を考慮に入れた包括的な分析をするの
が私の時制研究の特徴といえます。2 つめは、我々の身
近な言語表現の言語学的分析です。たとえば、巷で日本
語の誤用としてよく耳にする「全然おいしいよ」といっ
た「全然＋肯定形」表現や、道路で我々がよく目にする「落
石注意」といった表現に注目し、それらの言語学的分析
を試みています。

ことばに対する感性を研ぎ澄ませましょう。学部時代
に培った「ことばアンテナ」の感度を高めて、プロフェッ
ショナル・バージョンにアップグレードしましょう。研
究材料はあちらこちらに散らばっています。アンテナに
ひっかかった「ことば」にとことんこだわりましょう。
そんな力をつける授業を目指しています。

主 要 業 績

［論文］■ “On the Non-Perfect tense in the temporal Since-Construction in Discourse” Distinctions in English 
Grammar offered to Renaat Declerck, (Kaitakusha, 2010)

 ■ “Constraints on tense choice in reported speech” Studia Linguistica vol. 50 (Blackwell, 1996, (共著
(Renaat Declerck))

 ■「談話から見た since 構文の主節における現在時制」（『英語語法文法研究』第 15 号、2008）
 ■「「全然おいいしいよ」は問題な日本語か」（『言語情報学研究』第 1 号、2005）
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専門分野 言語学

最終学歴 東北大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

言語学一般の知識を基礎として、中国の少数民族言語
である満洲語の研究を行っている。この言語はすでに話
し言葉として使用する人数が減少し母語として次世代に
継承することは困難になっているが、清朝時代に使用さ
れた状況を多くの文献により明らかにし、周囲のモンゴ
ル語や中国語との関係を考察するとともに、中国での現
地調査を通じて、一千万と言われる満洲族が民族言語と
して初等教育で学ぶ現代満洲語を、言語と社会の関係を
考察するための研究対象としている。

言語研究が対象とする言語に対する知識を欠いては成
立しえないのは言うまでもない。母語であれ、それ以外
であれ、どの言語を研究するにせよ、その言語そのもの
に対する継続的な勉学は不可欠である。語学能力を高め
たうえで、理論的な知識を身につけるようにすると良い
と思う。学問に早道はないと考えるからである。

主 要 業 績

［論文］■「インドネシア語における認識動詞の使役形・受動形の意味素性について」（『言語情報学研究』第 10 号、2014）
 ■「満洲語文語の因由文」（『アルタイ学研究』第２巻、2008）
 ■ 「『御製百家姓』における満洲文字による漢字表音について―漢語の舌面音化を中心に―」（『満族史研究』第７号、

2008）
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「中日英<ウナギ文>の研究」
▶「幼児における格助詞ガの獲得過程」
▶「事態認識の英語表現�:�コトの生起に対する話者の心的態度」

修士論文

▶「英文読解における黙読と音読の比較研究  ―より良い指導につなげる一考案―」
▶「韓国人の日本語習得における問題点とその原因  ―スピーキングとリスニングを中心に―」
▶「音感からみた小学生の英語音声知覚能力に関する考察」
▶「日本人英語学習者のスピーキングに関する実証的研究」
▶「日本人英語学習者の英文添削  ―まとまりのある文章をめざすライティング指導への手がかりとして―」
▶「漢字語の語彙分析」
▶「国会議事録を用いての外来語「ケア」の定量分析」

教室行事

教員、院生全員が参加する合同ゼミを月に１回程度開催してい
ます。ここでは、院生の修士論文、博士論文作成のための研究発
表をもとに、教員、院生による自由で活発な議論がなされていま
す。

毎年 11 月の初めに「言語情報学会」を開催しています。そこ
では、教員、大学院生の研究発表といったアカデミックな場と卒
業生、修了生の近況報告といった同窓会的な場が提供されていま
す。

出版物

毎年 3 月末に研究誌『言語情報学研究』を刊行しています。
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進路

在学生・修了生の声

後 期 博士 課 程在学生 磯 部 理 一 郎 さん

言語情報学または言語応用学とは、人類進化と共に獲
得した「ことば」によるあらゆる創造活動に光をあて、
その言語現象の形成と展開を研究する分野だと言えます。
人は「ことば」を活用して外界の存在や現象を関係秩序
づけ、体系的な知識として内に取り込み、世界観を確立
します。そればかりか、人はことばを獲得することで、自
己の存在と発達を人格の根底から自覚的に構造化しなが
ら自己実現します。こうした言語化の働きを脳の進化や
神経活動との関わりから学んでいます。言語の獲得と習
得という視点から、一教員として自ら初等（幼小）中等（中
学高校）高等（大学）教育全般とかかわってきた経験を
総括したいと考えています。

前 期 博士 課 程
修了生

大阪市立西高等学校教諭

辻 　 　 雅 子 さん

言語応用学専修では、「ことば」をさまざまな視点から
分析して考える楽しい時間を過ごしました。先生方のご
専門分野が多岐にわたっており、院生それぞれの個性や
多様な経歴もあいまって、新たな視点を持つことができ
ました。授業での議論は白熱しつつも、楽しさを共有し
ていたように思います。また、和やかで心地よい雰囲気
の研究室で学べたことも良い思い出です。自らの授業を
考え直す良い機会となりました。

修了してからは、自らの学びを子どもたちに少しでも
還元できているのではないかと思います。ことばに対す
る感覚が磨かれたようにも感じます。年に一度の研究大
会に多くの修了生が集まるのも、この教室での日々が充
実していた証拠だと思います。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

大学教員（大阪工業大学）、大学非常勤講師（大阪市立

大学）、大学職員

前期博士課程修了

一般企業（航空会社）、塾講師、高校教員、公務員（警察）
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所属教員 �

三上　雅子
（演劇学、比較演劇論）

小田中　章浩
（比較演劇史的な研究、表象文化論）

野末　紀之
（19 世紀末文化論、身体と芸術に関する研究）

高島　葉子
（民間伝承の比較文化的研究）

海老根　剛
（文化理論、映像論）

教育方針

［複数指導体制による開かれた論文指導］　本専修では、修士論文ならびに博士

論文執筆にあたって、主担当・副担当による個別指導とあわせて、定期的に合同

発表の機会を設け、専修の教員全員が論文執筆の相談にあたる開かれた指導体制

を取っています。

［研究者のみではなく高度専門職業人の養成をも重視する］　現代の文化現象を

扱う本専修では、修了生の進路として、研究者はもちろん、芸術・文化製作に携

わることができる高度専門職業人の養成をも重視しています。創造的研究成果を

発信する研究者のみならず、演劇製作やアートコーディネイトの分野で、最新の

学問的知見に裏打ちされた文化創造を担う人材育成をめざして、本専修では実践

的な「アーツマネージメント」授業も開講しています。また社会人入学に対して

も門戸を開いており、長期履修制度の活用で、勉学と職業生活などとの両立も可

能となるよう配慮しています。

［国際的な場で活躍できる研究者の養成］　言語圏・文化圏を横断する現代の文

化現象を扱う本専修では、大学院生にたいして、国際学会での発表、研究成果の

英語による発信、大学内外の制度を活用した海外研修への参加を奨励し支援して

います。

表現文化学専修は、現代日本あるいは欧米文化圏の多様な文化現象における「表

現」あるいは「表現する行為」を研究する専修です。本専修では、伝統的に「文

化」と考えられているもの（文学、演劇など）だけではなく、映画・モード・サ

ブカルチャー・メディア・マンガ・アニメ・二次創作・メディアイベントといった、

現代生活のいたるところで普通にわれわれが触れている最新の文化現象をも「表

現」と捉えて研究対象とします。研究上のアプローチとしては、「表現の歴史」、「表

現が生み出される場としての社会」、そして「表現に形を与えるメディア」の三つ

の観点から「表現」「表現する行為」を多面的に考察する方法を採用しています。

　

おおよそすべての「表現」にはそのジャンル固有の歴史があります。我々の専

修では現代の表現だけでなく、その表現が生まれてきた歴史にも注意を払います。

また、あらゆる表現は純粋に個人的なものではなく、その表現が生み出され受

容される社会の構造と関係しています。本専修では、表現を、それを生み出し、

それが受容される社会と関係づけて考察します。

最後に「メディア」ですが、私たちが出会う表現はすべてある特定のメディア

によって形を与えられています。メディアはそれ自体の可能性と限界を持ってい

ます。表現文化学専修では、こうした表現とメディアの関係にも注目します。
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教 授
専門分野 演劇学・表象文化論

最終学歴 早稲田大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

専門領域（１）：  現代フランス演劇を中心とした西洋のモ
ダンドラマの研究（西洋のドラマ（戯曲）
の方法論とその時代背景に関する研究）

専門領域（２）：  演劇、映画、小説などにおける分野横断
的なモチーフ（たとえば記憶喪失や復讐
など）の研究

専門領域（３）：  演劇と教育の関係に関する研究（教える
ことと演劇的な発想はどのような関係に
あるか）

専門領域（４）：  アカデミック・ライティング、プレゼ
ンテーション・スキルに関する研究（論
理的な文章を構築するための方法論の探
究）

専門領域（５）：  アーツマネージメントに関する研究（理
論と実践の間をどのように埋めるか）

情報が氾濫する現在の世界では、大学における伝統的
な「知」のあり方が問われている。そうした状況で学ぶ
学生に必要なことは、専門分野について深く学ぶことは
当然として、今後知的な世界で生き延びていくための強
靱な知性と、進んで異分野の専門家との対話を求めてい
く、いわば「ケモノ」的な発想と行動力である。そのた
めの「生きた哲学」とスキルを伝授しなければならない
と考えている。

主 要 業 績

［著書］■『モダンドラマの冒険』（和泉書院、2014）
 ■『フィクションの中の記憶喪失』（世界思想社、2013）
 ■ 『思考し表現する学生を育てるライティング指導のヒント』関西地区 FD 連絡協議会・京都大学高等教育研究開発推

進センター編、ミネルヴァ書房、2013、共著［第３章「モジュールに基づいた小論文作成技法」担当］
 ■『現代演劇の地層─フランス不条理劇生成の基盤を探る』（ぺりかん社、2010。2011 年度日本演劇学会「河竹賞」受賞）

［論文］■ “La Poésie dramatique face à la catastrophe” (Etudes de Langue et Littérature Françiase （フランス語
フランス文学研究）、No.100、日本フランス語フランス文学会, 2012）

［項目執筆］■『岩波世界人名大辞典』（岩波書店、2013［フランス演劇関係人名担当］）

三
み

上
かみ

雅
まさ

子
こ

教 授
専門分野 比較演劇学

最終学歴 大阪大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

現代演劇を代表する劇作家のひとり、ベルトルト・ブ
レヒトの作品及び彼の演劇論に関する研究が出発点でし
た。現在は、より広い層に享受されるエンターテイメン
ト的要素の強い演劇―具体的にはミュージカルなど―に
おける社会と演劇の関係、演劇における観客の問題が主
要な関心となっています。また「映像が作り出す都市イ
メージ」について近年考察を重ねており、いまは「映画
における大阪像」というテーマに取り組んでいます。

最新の文化現象を扱う場合においても、そのジャンル
を形成してきた歴史的要素ならびに伝統的規範を無視す
ることはできません。また文化現象はいかに自然発生的
に見えても、それを作りだし、かつ受容ないしは消費し
ていく社会構造と無関係には成立しえません。常にメタ
なレベルで文化現象を捉えていく姿勢を養ってほしいと
思います。

主 要 業 績

［著書］■『世紀を超えるブレヒト』（郁文堂、2005、共著）
 ■『ドイツ文化を担った女性たち』（鳥影社、2008、共著）

［論文］■ 「国境なき時代のドイツの映画作家たち」（『ドイツ語圏文化の現在―ベルリンの壁崩壊・東欧革命後 20 年の変化を
読む―』日本独文学会、日本独文学会研究叢書 080、2011）

 ■ 「恋する男と行動する女―宝塚歌劇における男性像―」（『表現文化』大阪市立大学大学院文学研究科表現文化学専修、
2011）
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准教授
専門分野 民間説話・民間伝承

最終学歴 大阪市立大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

比較文化的視点から、日本とヨーロッパおよび東アジ
アの民話説話・民間伝承を研究しています。文学や思想
などのいわゆる高級文化を対象として日本の文化を他文
化と比較するのではなく、一般民衆、特に農村の民俗社
会に伝わる説話や伝承を比較することで、その世界観や
自然観の類似点と相違点を明らかにし、これによって異
文化理解に貢献することをめざしています。また、口頭
で物語を語ることの持つ現代的意義についても研究を進
めています。

研究には知的好奇心、独創的発想が重要ですが、大学
院での研究にはこれだけではなく、自分の研究に社会的
意義があるのかどうかを考えることも重要です。研究者
も社会の一員である以上、研究を通していかに社会に貢
献できるかが重要な課題であることを認識しておいて下
さい。

主 要 業 績

［論文］■「ケラッハ・ヴェールと山姥の起源」『CALEDONIA』（第 29 号、2001）
 ■「ケナシウナルぺ―アイヌの山姥」『比較文化研究』（第 61 巻（別冊）、2003）
 ■「アイヌとケルトの異類婚姻譚―カムイと人の婚姻と妖精と人の婚姻」『説話・伝承学』（第 14 号、2006）
 ■「民間説話・伝承における山姥、妖精、魔女」『人文研究』（第 65 号、2014）

野
の

末
ずえ

紀
のり

之
ゆき

教 授
専門分野 表現文化学

最終学歴 京都大学大学院文学研究科 学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

19 世紀後半のイギリス文学、とくに唯美主義の研究
を中心に行なっている。近年は、ウォルター・ペイター
の文体と文体観とを、同時代の政治思想や社会的文脈か
ら読み解くことにより、非国民とされた唯美主義者の抵
抗のあり方に焦点を当てている。それは「男性性」や（ホ
モ）セクシュアリティの問題と密接に関係している。ま
た、19 世紀末から 20 世紀前半にかけて書かれた英仏
露のダンス論を素材に、ダンスが当時の文学者たちにあ
たえた衝撃や身体と言語との関係といった角度から考察
している。

外国語であれ母語であれ、文章を読むことは大変な作
業です。論理や表現への細心の注意はもちろん、さまざ
まな補助線を引いて意味を浮上させる力が求められま
す。そうした力の養成を通じてはじめて閃きが生まれ、
閃きを裏づけることができるようになります。そのとき
の爽快な気分を味わうべく、ともに研鑽を積みましょう。

主 要 業 績

［論文］■ 「「ジョルジョーネ派」の批評言語」『ペイター『ルネサンス』の美学―日本ペイター協会創立五十周年記念論文集』（論
創社、2012、共著）

 ■ 「共感、論理、自制―後期ペイターにおける「男性性」の再規定について」『英文学研究　支部統合号』（2、日本英文学
会、2009）

 ■ 「語りえぬものを語る―“The Eyes”におけるホモセクシュアリティ―」『表現文化』（2、大阪市立大学大学院文学研
究科表現文化教室、2007）

 ■「“English” の行方―「エメラルド・アスウォート」の故郷」『Albion』（復刊 51、京大英文学会、2005）
 ■「世紀末のダンス論」『人文研究』（51、大阪市立大学文学部、1999）
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准教授
専門分野 表象文化論

最終学歴 東京大学
 大学院人文社会系研究科

学　位 博士（文学）

研 究 内 容 メッセージ・教 育 方 針

現在の主な研究テーマは次の二つです。（１）20 世紀
初頭（1900 年頃～1930 年代）のドイツにおいて幅広
く流布し、大きな政治的・社会的影響力を持った「群集」
をめぐる言説の展開を言説分析の手法も用いて考察する
こと。ここでは文学や映画だけでなく、哲学、社会学、
心理学などの言説も視野に入れた学際的な研究を行って
います。（２）これまで別個の分野として研究されてき
た映画の歴史とヴィデオの歴史の比較検討を通して、現
在の映像文化の解明に役立つ複数的な動画の歴史への視
座を得ることを目指しています。

表現文化学専修でなされる研究は多様であり、対象も
テーマも一義的に決まることはありません。したがって、
幅広い視野と関心を持ちつつも、核となるみずからの問
題意識を定め、それを掘り下げていく積極的姿勢が欠か
せません。大学院の授業では、先行研究を柔軟に読みこ
なし、みずからの研究に活かしていく能力の養成を心が
けています。

主 要 業 績

［論文］■ “Erfindung von ʻGirlʼ-Kultur. Eine vergleichende Betrachtung des Amerikanisierungsdiskurses der 
1920er Jahren in Deutschland und Japan.” Transkulturalität. Indentitäten in neuem Licht, 2012.

 ■「すれ違うふたつのメディア映像　―映画とヴィデオを再考する―」、『ASPEKT』45 号、2012 年 .
 ■ “When do we need art for the renewal of urban communities? Notes on the ambivalence of 

community-oriented art projects.” 『表現文化』第 6 号、2011 年 .
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専修の特色

博士論文・修士論文題目

博士論文

▶「「河合ダンス」からみる大阪モダニズムの諸相  ―西洋文化受容の観点から」
▶「物語テクストの再生成の力学  ―「やおい」の物語論的分析を中心として」

修士論文

▶「維新派における都市のノスタルジー  ―『王國』三部作を中心として―」
▶「戦争文学と笑い  ―「他者」不在の問題から」
▶「シュルレアリスムにおける写真の使用と＜報道＞の編成  ―イメージの意味作用のプロセスを中心に」
▶「振る舞いの政治性～障害者のお笑い表現をどう考えるか～」
▶「ミーム・コーポレルにおけるモダニティについての一考察」
▶「チャ�ップリン作品における社会的アウトサイダーの表象� �

  ―サイレントからトーキーへの連続性と不連続性―」

教室行事

［論文指導］　発表会（月 1 回）、合同中間発表会（年に 2 回か
ら 3 回）
［表現文化学会研究発表会］　毎年 11 月下旬ないしは 12 月初

旬に開催。その時に、卒業生を交えたホームカミングパーティを
あわせて開催。

［遠足旅行］　教員・大学院生・学部生による 1 泊 2 日の研修
旅行。毎年 9 月頃に実施。美術館等で研修を行い、専修・教室の
親睦を図る行事。

出版物

雑誌『表現文化』を毎年 3 月に発行。現在 8 号まで刊行して
います。内容は教員・大学院生・大学院修了生による論文、研究
ノート、授業報告、修士論文・卒業論文の要約、優秀レポートなど。
ホームページにも PDF ファイルでアップしており、以下の URL

で自由に閲覧できます。
http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/cpr/arts/contents/zassi.

htm

その他の特色

［大阪市立大学表現文化学会］　本専修の教員・大学院生・大学
院修了者によって構成された学会です。機関誌『表現文化』を発
行し、年 1 回「研究発表会」を開催しています。

［研究会］　教員主催による「研究会」も開かれています。
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進路

在学生・修了生の声

後 期 博士 課 程在学生 河 上 　 春 香 さん

ここで私が学んできたことは、結局、自分がよく知っ
ている事象の全く予想もつかない側面を引き出す技術だ
と言えるでしょう。研究対象や方法の制約が少ないこの
専修では、自分にとって馴染み深い事象（ファッション、
テレビ、漫画、広告等）を研究対象に選ぶことができます。
しかし研究活動を成立させるには、馴染み深いはずのそ
れらの事象が全く異質な顔を見せる瞬間を捕らえなくて
はなりません。そのために必要な視点、あるいは視点を
自在に切り替える方法を、文献講読や実習を通じて学ぶ
ことができたと思っています。また、国際学会での発表
や海外研修の機会を与えられたことも、自分の研究生活
の上でとても有意義でした。

後 期 博士 課 程
修了生

大阪市立大学他非常勤講師

石 川 　 優 さん

表現文化学専修では、文学、演劇、映像、美術、マン
ガなど、さまざまな文化事象を扱うことができます。大
学院に在籍していた頃は、多様な表現文化の様態を説明
する概念やそれを考察するための理論について学び、個々
の事象の細部を見るだけでなく、それらに通底する、あ
るいはそれらを横断する「文化」の流れを踏まえる視点
を培いました。また、院生たちの研究テーマも多彩なので、
議論や雑談をつうじて多角的に研究を深めることができ
ました。このような学びの経験は、自分自身が教壇に立
つようになって、広い視野をもって学生の関心や疑問に
応える上でとても役に立っています。

後期博士課程修了（単位取得退学者も含む）

アートディレクター（京都芸術センター）、大阪市立大学

他非常勤講師

前期博士課程修了

公益財団法人� 日本近代文学館、大学職員（奈良女子大
学付属図書館、立命館大学）、地方公務員（東大阪市、
岸和田市）、公立中学校教員（大阪市）、私立高校教員、
民間企業（芸能プロダクション演劇事業部、アートコー
デネイトコンサルタント会社）、大阪市立大学大学院文学
研究科後期博士課程進学


